
No

878

CONTENTS

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

ＣＬＺ校訪問団８人が来町　　　　　　　■～■
町民登場　　　　　　　　　　　　　　　■
みんなのスペース　　　　　　　　　　　■～■
町のわだい　　　　　　　　　　　　　　■～■
町職員（保健師）を募集　　　　　　　　■

２ ５

９

11

８

６

10

12

【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】【第35回町民体育祭・記事10㌻】

選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」選手も応援も「全力投入」



【２】

訪
問
団
は
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
の
教
諭
ア

ナ
・
ス
テ
ィ
ー
ン
ブ
リ
ン
ク
さ
ん
を

団
長
に
、
同
校
の
生
徒
五
人
と
父
親

の
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
ブ
ル
ー
イ
ニ
ア
ー

さ
ん
、
財
団
法
人
ホ
フ
ラ
イ
ス
か
ら

コ
ニ
ー
・
ヨ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ド
ゥ
さ
ん

の
八
人
。
コ
ニ
ー
さ
ん
は
今
回
で
十

回
目
の
来
町
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
来
町
し
た
生
徒
は
、
今
年
一

月
に
同
市
を
訪
問
し
た
町
ジ
ュ
ニ
ア

海
外
使
節
団
を
受
け
入
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
供
た
ち
で
、
日
本

の
中
学
三
年
生
に
あ
た
り
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
日
本
の
友
人
と
再
会
を
果

た
す
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
マ
ラ
ソ

ＣＬＺ校訪問団の皆さん。上段左からグレン・ブルーイニアー、ボブ・
ファン・ファールズ、テイシ・アルダス、ユプ・ペルフォス、マックス・
リント、下段左から団長のアナ・スティーンブリンク、ウェルナー・ブ
ルーイニアー（グレンの父）、コニー・ヨングブルッドゥ《敬称略》

十
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
友
好
都

市
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト
市
の
ク
リ
ス
テ

リ
ッ
ク
・
リ
セ
ウ
ム
・
ザ
イ
ス
ト（
Ｃ
Ｌ
Ｚ
）校
か

ら
訪
問
団
が
来
町
し
ま
し
た
。
今
回
訪
れ
た
の

は
、
今
年
一
月
に
同
市
を
訪
問
し
た
町
ジ
ュ
ニ

ア
海
外
使
節
団
を
受
け
入
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
生
徒
な
ど
八
人
。
滞
在
期
間
中
、
訪
問

団
の
皆
さ
ん
は
中
学
校
で
の
授
業
体
験
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
で
町
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

訪問団団長として山田町に来ることがで
きたことを、本当にうれしく思います。
今回の訪問の一番の目的は、今年1月に

わが校を訪問された際に築いた、山田の生
徒たちとの友情を深め合うことにありまし
た。この旅を実現するために、わが校の生
徒たちは大変な苦労をしました。ザイスト
中の自動車を洗い、ペットボトルを拾い集
め、マラソン大会に出場して賞金を勝ち
取ったほか、アルバイトをして旅行費用を
貯めることができました。
滞在期間中には沼崎喜一町長をはじめ、

町民の皆さん、中学校の皆さんから温かい
歓迎を受け、とても感謝しています。また、
ホストファミリーの皆さんからいただいた
親切なおもてなしにも感謝いたします。皆
さんのおかげで、初めての日本滞在が一生
忘れられないものとなりました。
オランダに帰りましたら、オランダ皇太

子ご夫妻をはじめ、家族や友人たちに旅の
報告をし、山田の皆さんに友情と敬意を
持って過ごしていきたいと思います。
今回の訪問で、ザイストの生徒とホーム

ステイ先の友にとって忘れることのできな
い体験ができ、その体験と友情が生涯の思
い出となることでしょう。皆さんありがと
うございました。

ＣＬＺ校訪問団団長

アナ・スティーンブリンクさん

【３】

ン
大
会
の
賞
金
な
ど
で
旅
行
費
用
を

貯
金
し
た
り
、
合
間
を
縫
っ
て
日
本

語
や
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
勉
強
し

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

十
月
十
六
日
、
訪
問
団
を
乗
せ
た

バ
ス
は
役
場
前
に
到
着
。
一
行
は
沼

崎
喜
一
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
沼
崎

町
長
に
ヤ
ン
セ
ン
ザ
イ
ス
ト
市
長
や

レ
ウ
シ
ン
ク
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

対
面
式
が
行
わ
れ
、
訪
問
団
は
十
九

日
ま
で
各
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
な
っ

た
の
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
の

生
徒
た
ち
の
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
で
お
世
話
に

な
っ
た
生
徒
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
九
カ
月
ぶ
り
に
果
た

し
た
友
人
と
の
再
会
を
互
い
に
喜
び

合
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
訪

問
団
は
山
田
中
学
校
と
豊
間
根
中
学

校
に
分
か
れ
て
本
町
の
中
学
生
と
一

緒
に
英
語
や
数
学
、
習
字
な
ど
の
授

業
を
受
け
、
日
本
の
中
学
校
生
活
を

体
験
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
参

加
し
、
茶
道
の
体
験
を
し
た
り
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
の
生
徒
た
ち
と
汗
を
流

し
た
り
と
、
同
年
代
の
生
徒
同
士
で

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

十
七
日
夜
に
は
訪
問
団
の
皆
さ
ん

主
催
の
「
オ
ラ
ン
ダ
の
夕
べ
」
が
開

訪
問
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
表
敬
訪
問
の
様
子

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
対
面
式
で
は
、
山
田
の
友

人
と
９
カ
月
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
は
し
の
使
い
方
を
教
わ

り
な
が
ら
日
本
の
家
庭
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た



【４】

か
れ
、
本
町
の
中
学
生
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
日
蘭
交
流
友
の
会
会

員
な
ど
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
自
己
紹
介
と
オ

ラ
ン
ダ
で
の
学
校
生
活
の
様
子
な
ど

を
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
た
後
、
オ
ラ
ン

ダ
の
歌
を
披
露
。
ま
た
「
岩
手
山
田

旅
情
」
を
オ
ラ
ン
ダ
語
と
日
本
語
の

二
カ
国
語
で
歌
い
、
参
加
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
参
加
者
を
交
え
て
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
ツ
イ
ス
タ
ー
や
い
す
取
り

ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

十
八
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
島
へ
渡
り
、

記
念
碑
や
島
内
の
様
子
を
見
学
。
訪

問
団
の
皆
さ
ん
は
島
か
ら
見
え
る
湾

内
の
風
景
を
見
な
が
ら
、
本
町
と
の

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
三
百
六

十
年
前
の
出
来
事
に
思
い
を
巡
ら
せ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

二
十
日
に
は
送
別
会
を
兼
ね
た
歓

迎
交
流
会
が
開
か
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
日
蘭
交
流
友
の
会
、
十
七

年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
七
十
人
が
出
席
。
ジ
ュ

ニ
ア
海
外
使
節
団
の
生
徒
た
ち
に
よ

る
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
が
披
露
さ
れ
た

後
、
参
加
者
全
員
で
「
岩
手
山
田
旅

情
」
を
日
本
語
で
熱
唱
。
続
い
て
花

火
体
験
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
感

謝
の
花
を
贈
る
な
ど
、
参
加
者
は
言

葉
や
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
た
交
流

を
心
行
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
滞
在

最
後
の
夜
を
満
喫
し
、
翌
朝
帰
国
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

「
オ
ラ
ン
ダ
の
夕
べ
」
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
歌
な
ど
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た

今年1月に山田町の生徒たちがザイスト
に滞在してから、長い長い月日が経ってい
たので、こんなにも温かく歓迎されるとは
思っていませんでした。山田中学校に行っ
たときも、中学校のみんなは僕たちを温か
く迎え入れてくれました。生徒の皆さんは、
名前を呼んで手を振ってくれたり、サイン
や写真をお願いされたりしたのでちょっと
びっくりしたけど、うれしかったです。
学校の雰囲気は信じられないほど楽しく

て、自分たちの学校よりも山田の中学校の
方が気に入ったくらいです。山田を離れる
のは、とても辛く感じます。またすぐにで
も山田町に戻って来れるように、心から
願っています。山田の皆さんからもらった、
たくさんの親切と素晴らしいプレゼント、
本当にありがとうございました。

オ
ラ
ン
ダ
島
で
ザ
イ
ス
ト
市
か
ら
贈
ら

れ
た
プ
レ
ー
ト
を
見
学
す
る
訪
問
団

豊間根中学校での授業体験で習字に挑戦 クラブ活動にも参加し、茶道を体験しました

ＣＬＺ訪問団

テイシ・アルダスくん

【５】

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
線
香
花
火
や
手

持
ち
花
火
で
日
本
の
風
物
詩
を
堪
能

歓
迎
交
流
会
で
は
、
訪
問
団
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
花
が
贈
ら
れ
ま
し
た

帰
国
の
朝
に
は
大
勢
の
人
が
見
送
り
に
詰
め
掛

け
、
い
つ
ま
で
も
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た

初めてホストファミリーという
ものを務めることになり、言葉が
通じないのにどうやって接したら
よいのだろうと、不安でいっぱい
でした。しかし、いざホームステ
イが始まってみると、みんな素直
でいい子たちばかりだったので、
とても楽しく毎日を過ごすことが

できました。家にはテイシ君がホームステイしていきまし
たが、夜しか会えなかったので、あっという間に時間が過
ぎていったように思えます。始まる前はあれだけ不安だっ
たホームステイが、もっと時間があればいろんなことを教
えてあげられたのにとさえ感じました。ホストファミリー
を引き受けて、とても良い経験になったと思います。

ホストファミリー

遠 藤 龍
たつ

也
や

さん
（山田・40歳）

素直な子ばかりで
とても楽しかった

認
。
両
市
町
間
で
終
結
の
確
認
書
を

取
り
交
わ
し
、
十
六
年
間
の
交
流
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
賀
町
と
本
町
は
平
成
二
年
八
月

二
日
に
子
ど
も
会
交
流
が
発
端
と
な

り
結
ば
れ
、
地
勢
や
産
業
形
態
の
異

な
る
特
性
を
生
か
し
、
教
育
、
文
化

を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
で
心
の
交

流
と
経
済
的
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
自
治
体
と
し
て
の
交
流
は
終
結

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
友
好
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
、
今

後
も
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
続
い

て
い
く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

し
て
平
川
市
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
市
と
本
町
は
合
併
後
の
友
好
親
善

都
市
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
培
わ
れ
た
人
と
の
つ
な
が
り
や

交
流
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
発
展
的
に
終
結
す
る
こ
と
を
確

青
森
県
平
賀
町
（
現
・
平
川
市
）

と
本
町
は
今
年
十
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
、
両
町
の
間
で
結
ん
で
い

た
友
好
親
善
都
市
を
発
展
的
に
終

結
し
ま
し
た
。

今
年
一
月
一
日
に
平
賀
町
が
近

隣
の
尾
上
町
、
碇
ケ
関
村
と
合
併

昨年７月に行われた子
ども会交流会の様子
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「
初
め
て
の
入
賞
が
、
ま
さ
か
内

閣
総
理
大
臣
賞
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
喜
ぶ
大
町
功
さ
ん
。
十

月
十
一
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
第

三
十
二
回
日
本
盆
栽
作
風
展
で
、
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
展
に
は
全
国
か
ら
プ
ロ
の
盆
栽

作
家
が
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
作

品
五
十
一
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

大
町
さ
ん
は
五
度
目
の
挑
戦
で
す
が
、

関
東
以
北
で
は
初
受
賞
と
な
る
快
挙

に
関
係
者
は
喜
び
に
沸
い
て
い
ま
す
。

大
町
さ
ん
が
出
展
し
た
の
は
、
真

柏
「
双
扇
の
舞
」。
二
十
三
年
前
、
父

祐
吉
さ
ん
が
個
人
宅
の
庭
木
と
し
て

も
あ
る
そ
う
で
す
。

盆
栽
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
「
そ
の
木
を
見
て
、
ど
の
よ
う

に
作
っ
て
い
く
か
を
考
え
、
そ
の
形

に
導
い
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
ね
。
木

は
成
長
す
る
の
で
管
理
が
難
し
く
、

真
の
完
成
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
真
剣

な
表
情
で
語
る
大
町
さ
ん
。

「
盆
栽
は
年
配
の
方
の
趣
味
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
海
外

で
も
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

若
い
人
に
も
盆
栽
の
素
晴
ら
し
さ
を

広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

受
け
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
海
外
で
の
盆
栽
ブ
ー
ム

を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
や
韓

国
で
講
師
を
務
め
る
こ
と

植
え
ら
れ
て
い
た
こ
の
木
に
一
目
惚

れ
し
、
三
年
か
け
た
交
渉
の
末
、
譲

り
受
け
た
も
の
で
す
。
十
年
前
に
功

さ
ん
が
育
成
を
受
け
継
ぎ
、
親
子
二

代
で
こ
の
真
柏
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

大
町
さ
ん
が
盆
栽
作
家
を
志
し
た

の
は
高
校
の
終
わ
り
こ
ろ
。
盆
栽
愛

好
家
だ
っ
た
祐
吉
さ
ん
の
影
響
も
あ

り
、
高
校
卒
業
後
に
埼
玉
県
で
五
年

間
の
修
行
を
積
み
ま
し
た
。
現
在
実

家
の
盆
栽
園
・
桃
c
園
を
継
い
で
若

き
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
大
町
さ
ん

は
、
県
内
を
は
じ
め
、
東
北
・
北
海

道
の
愛
好
家
か
ら
も
依
頼
が
来
る
ほ

ど
、
技
術
力
と
感
性
に
高
い
評
価
を

盆
栽
の
素
晴
ら
し
さ
広
め
た
い

日本盆栽作風展で内閣総理大臣賞を受賞した

大　町　　功
いさお

さん（大沢・33歳）

場登民町
107

受賞を喜ぶ大町功さんと真柏「双扇の舞」

賞状を手に喜びの新保公
いさお

さん

十
月
八
日
に
八
幡
平
市
で
開

か
れ
た
第
六
回
漆
原
栄
美
子
杯

南
部
馬
方
節
全
国
大
会
で
、
新

保
公
さ
ん
（
長
崎
・
五

四

）
が
見

事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
の
ど
自

慢
三
十
二
人
が
参
加
。「
優
勝

を
目
標
に
し
て
い
た
の
で
ほ
っ

と
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
優
勝
は
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
喜
び
を
語
り
ま
す
。

新
保
さ
ん
は
昨
年
も
こ
の
大

会
に
出
場
し
、
惜
し
く
も
三
位

に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。「
前
回

は
ま
だ
歌
が
自
分
の
も
の
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
反
省

し
、
歌
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

る
山
田
民
謡
伝
承
会
（
阿
部
實
会
長
）

で
会
員
へ
歌
の
指
導
を
行
い
な
が

ら
、
介
護
施
設
な
ど
へ
の
慰
問
活
動

も
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
こ
れ

か
ら
は
民
謡
の
良
さ
を
若
い
世
代
の

皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
日
本

の
伝
統
芸
能
で
あ
る
民
謡
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
も
、
子
供
た
ち
に
小
さ

い
う
ち
か
ら
民
謡
に
ふ
れ
る
機
会
が

つ
く
れ
れ
ば
」
と
後
継
者
の
育
成
に

意
欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
保
さ
ん
は
十
月
十
四
日

に
東
京
都
の
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ

た
民
謡
民
舞
全
国
大
会
の
民
謡
壮
年

部
旗
戦
で
も
、
こ
の
「
南
部
馬
方
節
」

で
三
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

を
受
け
な
が
ら
練

習
。
練
習
日
以
外

で
も
車
を
運
転
し

な
が
ら
何
十
回
も

繰
り
返
し
歌
う
な

ど
、
影
の
努
力
が

実
を
結
ん
だ
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

新
保
さ
ん
は
民

謡
を
始
め
て
十
九

年
。
現
在
は
自
身

が
副
会
長
を
務
め

南
部
馬
方
節
全
国
大
会

新
保
さ
ん

が
優
勝
を
飾
る
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保
護
司
の
中
屋
ハ
ル
エ
さ
ん

（
山
田
・
七

一

）
が
、
法
務
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
保
護
司

は
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
犯
罪
や

非
行
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
人
の

生
活
相
談
な
ど
、
社
会
復
帰
へ

の
手
助
け
を
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
中
屋
さ

ん
は
昭
和
五
十
八
年
に
委
嘱
さ

れ
て
以
来
二
十
三
年
に
わ
た

り
、
保
護
司
と
し
て
罪
を
犯
し

た
人
な
ど
の
更
生
支
援
に
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。

表
彰
式
は
十
月
四
日
、
二
戸

市
で
開
か
れ
た
岩
手
県
ブ
ロ
ッ
ク
別

更
生
保
護
研
究
大
会
の
席
上
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
屋
さ
ん
は
「
保
護
司

の
活
動
は
自
分
の
生
き
が
い
に
も

な
っ
て
お
り
、
特
に
苦
労
を
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
人
で

も
、
誠
意
を
持
っ
て
話
を
す
れ
ば
必

ず
心
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
し

て
心
と
心
が
通
じ
合
っ
た
と
き
に

は
、
と
て
も
す
て
き
な
宝
物
を
も

ら
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
変
わ

ら
ぬ
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

山
田
の

中
屋
さ
ん

長
年
の
活
動
に
法
務
大
臣
表
彰

尾
形
光
平
さ
ん
（
豊

間
根
・
六

九

）
が
労
働
力

調
査
の
統
計
功
労
で
総

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
尾
形
さ
ん
は
昨

年
実
施
さ
れ
た
労
働
力

調
査
で
統
計
調
査
員
と

し
て
従
事
し
、
そ
の
調

査
書
類
の
正
確
な
事
務

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

表
彰
式
は
十
月
二
十
六
日
、
久
慈

市
で
開
催
さ
れ
た
岩
手
県
統
計
大
会

の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
尾
形
さ

ん
は
「
調
査
員
の
職
務
上
個
人
情
報

を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
た

め
に
も
、
自
分
が
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

尾
形
さ
ん

が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

労
働
力
調
査
で
功
績
認
め
ら
れ
る

法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん法務大臣表彰を受賞した中屋ハルエさん

総務大臣表彰を受賞した尾形光
こう

平
へい

さん

第21回岩手県中学校駅伝大会が開催され、山田中学
校男子が準優勝する活躍ぶりを見せました。
大会は10月11日に花巻市で開かれ、県内の中学校41

チームが参加。山田中は序盤、優勝候補の有住中（住
田町）を追う形でスタートし、２区佐々木悠君の区間
賞の走りでトップに立ちますが、有住中に３区と４区
で抜かれ、一時は大きく離されました。しかし、５区
の斎藤翔太君が区間賞の快走をみせ、トップに１秒差
まで迫る大接戦となり、続くアンカーでも接戦を繰り
広げました。惜しくもラストスパートで後一歩及びま
せんでしたが、堂々の走りで準優勝に輝きました。こ
の結果、山田中は11月３日に秋田県秋田市で行われる
東北大会への出場権を獲得しています。
主将の佐賀達徳君は「優勝を目指して練習してきま

したが、有住中はそれ以上に速かったです。東北大会
では８位入賞を目指し、今度は有住中に勝ちたいです」
と次の大会に向けた意気込みを話してくれました。
�出場選手　写真左から沼崎瑞希（２年）、佐々木悠
（３年）、佐々木豊志（同）、佐賀達徳（同）、斎藤翔
太（２年）、佐藤連（３年） 《敬称略》

第21回県中学校駅伝大会

山田中男子が準優勝に輝く
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ながさわよしきくん
（わかば幼稚園・５歳）

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

行
わ
れ
た
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
は
大
過
な
く
終
了
し
ま
し
た
が
、

手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
事
態
で
す
。

い
か
に
規
制
と
罰
則
が
厳
し
く
な
っ

て
も
依
然
と
し
て
な
く
な
ら
な
い
の

が
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
す
。
最

近
テ
レ
ビ
な
ど
で
福
岡
県
の
幼
い
三

兄
弟
の
生
命
を
奪
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を

は
じ
め
、
連
日
飲
酒
運
転
の
報
道
が

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
協
力
を

【９】 【８】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
せ
て
く
だ
さ
る
諸
先
生
方
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
71
歳
）

わ
せ
て
競
技
に
励
み
、
日
々
心
身
と

も
の
び
の
び
と
は
ぐ
く
ん
で
生
活
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
。
と
て
も
か
わ

い
ら
し
か
っ
た
の
で
、
た
だ
た
だ
拍

手
を
送
っ
た
。
時
々
黄
葉
も
園
児
と

競
う
よ
う
に
く
る
く
る
回
り
な
が
ら

競
技
場
に
入
っ
て
く
る
。

重
ね
て
私
の
幼
少
時
代
、
母
親
と

の
畑
へ
の
行
き
帰
り
の
道
路
脇
に

あ
っ
た
「
明
治
二
十
九
年
津
波
記
念

碑
」
が
一
休
み
の
場
。
母
は
必
ず
手

を
合
わ
せ
る
の
で
「
見
よ
う
見
ま
ね
」

で
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
覚
え
た
。

年
月
が
流
れ
て
も
今
で
も
心
の
中
に

生
き
て
い
る
。
幼
少
の
こ
ろ
の
思
い

出
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
い
つ
も
楽
し

花
の
苗
を
保
育
施
設
に
寄
贈

山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
で
は
、
五
月
に
開

催
し
た
映
画
「
待
合
室
」
山
田
上
映

会
の
益
金
で
購
入
し
た
花
の
苗
二
百

四
十
株
を
山
田
町
第
一
保
育
所
、
さ

く
ら
幼
稚
園
、
豊
間
根
保
育
園
の
三

施
設
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
十
月
十
六

日
に
は
山
田
町
第
一
保
育
所
で
プ
ラ

ン
タ
ー
へ
の
植
え
付
け
が
行
わ
れ
、

園
児
五
十
六
人
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
保
育
園

前
に
飾
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
花
が

園
児
や
保
護
者
、
通
行
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

の
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
会
長
　
川
石
睦

山
田
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
東

京
で
は
秋
の
献
血
運
動
が
始
ま
り
、

九
月
十
五
日
に
は
銀
座
で
日
赤
の
ス

タ
ッ
フ
、
県
連
の
方
々
の
中
に
「
ふ

る
里
山
田
同
郷
の
会
」
会
員
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
四
十
八
人

の
ご
協
力
が
あ
り
、
感
謝
の
一
日
で

し
た
。
ま
た
、
在
京
四
十
三
年
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
足
立
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
更
生
保
護
女
性

そ
れ
は
筑
波
大
学
の
先
生
の
講
演

で
、
先
生
が
「
人
間
と
動
物
の
母
乳

の
成
分
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

違
う
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
会
場
の

皆
さ
ん
に
挙
手
を
取
り
、
私
も
含
め

九
六
％
が
「
同
じ
」
と
答
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
先
生
の
答
え
に
は
眠
気
も

吹
っ
飛
び
ま
し
た
。「
動
物
の
母
乳

は
運
動
発
達
優
先
の
成
分
で
あ
り
、

人
間
の
母
乳
は
頭
脳
発
達
優
先
の
成

分
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。
確
か
に
野

部
」
の
お
手
伝
い
を
通

し
、
い
ろ
い
ろ
な
講
演

会
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
講

演
の
一
つ
は
、
若
い
お

母
さ
ん
た
ち
に
お
聞
か

せ
し
た
い
内
容
で
し
た
。

ふる里山田同郷の会幹事
東京都足立区

粒
つぶ

良
ら

勝
かつ

子
こ

さん（68歳）
〔中央町出身・旧姓佐藤〕

さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
に
は
、
警
察
署
や
関

係
団
体
が
道
の
駅
や
ま
だ
駐
車
場
で

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
な
ど

を
展
開
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

活
動
で
は
も
は
や
限
界
の
域
を
超
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

好
き
な
酒
、
楽
し
い
は
ず
の
飲
み
会

が
自
制
を
失
っ
た
行
為
で
最
悪
の
結

末
を
引
き
起
こ
し
、
加
害
者
、
被
害

者
双
方
の
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
凶
悪
犯
罪
で
す
。
軽

い
一
杯
が
重
い
代
償
に
な
り
ま
す
の

で
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
町
内
の
す

生
の
弱
肉
強
食
の
世
界
で
は
一
秒
で

も
早
く
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

実
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
は

そ
の
必
要
が
な
い
代
わ
り
に
思
っ
て

い
る
よ
り
早
い
時
期
の
�
脳
�の
発
達

を
意
味
し
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、「
三

つ
子
の
魂
百
ま
で
は
�
昔
�
で
、
現

在
は
早
期
に
移
行
し
て
い
る
と
思

う
」
と
い
う
意
見
が
多
数
で
し
た
。

ま
た
、
私
の
元
気
の
源
は
育
っ
た

所
の
食
材
を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

ス
ー
パ
ー
で
も
三
陸
産
、
岩
手
産
を

最
優
先
に
買
い
ま
す
。
元
気
の
源
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
て

お
り
ま
す
。
山
田
の
皆
さ
ま
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

べ
て
の
運
転
者
が
志
を
一
つ
に
し
て

飲
酒
運
転
根
絶
に
立
ち
上
が
り
ま

し
ょ
う
。

西
舘
�
（
船
越
・
？
歳
）

田畑葵唯
（９）

心
に
残
る
保
育
園
の
運
動
会

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
織
笠

保
育
園
の
運
動
会
に
歩
を
向
か
せ
た
。

園
庭
は
競
技
場
に
な
り
、
万
国
旗
が

仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
青
空
に
は
た

め
い
て
い
た
。
が
、
ふ
と
「
今
日
も

ど
こ
か
で
戦
い
が
」
と
頭
を
よ
ぎ
っ

た
。
つ
か
の
間
、
好
き
な
曲
「
聖
者

の
行
進
」
が
流
れ
、
興
奮
に
包
ま
れ

た
。
園
児
た
ち
は
先
生
方
と
息
を
合

初
め
て
見
る
学
園
祭
に
感
動

足
早
に
深
み
行
く
秋
の
先
月
十
五

日
、
旧
マ
リ
ン
パ
ー
ク
山
田
駐
車
場

で
、
町
民
駅
伝
大
会
と
「
は
ま
な
す

学
園
祭
」が
好
天
の
下
で
開
か
れ
、
多

く
の
町
民
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

学
園
祭
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
が
、
町
長
の
祝
辞
に
次
い
で
の
出

し
物
は
感
動
の
連
続
だ
っ
た
。
入
園

生
た
ち
の
越
中
お
わ
ら
の
舞
い
に
は

つ
い
涙
に
む
せ
て
仕
方
な
か
っ
た
。

十
五
人
余
に
よ
る
お
茶
ま
ん
ぼ
の
踊

り
も
見
応
え
が
あ
り
、
一
人
一
人
の

澄
ん
だ
瞳
の
輝
き
が
と
て
も
印
象
的

だ
っ
た
。
ま
た
山
高
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ド
リ
フ
の
ズ
ン
ド
コ
節
な
ど
メ
ド

レ
ー
曲
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

出
演
し
た
皆
さ
ん
か
ら
感
動
を
い

た
だ
き
、
そ
し
て
学
園
生
み
ん
な
の

幸
せ
を
祈
り
つ
つ
帰
途
に
つ
い
た
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
81
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

ベ
ッ
ト
か
ら

妻
を
か
か
え
て
ト
イ
レ
ま
で

連
れ
て
行
く
日
が
い
つ
ま
で
続
く

菊
地
孝
進
（
船
越
・
84
歳
）

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

人
は
来
な
い
で
熊
が
来
る

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
79
歳
）

今
日
も
又

押
し
て
坐
っ
て
老
人
車

育
て
た
海
を
な
が
め
て
帰
る

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

す
わ

伊藤真由（７）
福士結衣（９）

県中学校新人軟式野球大会では、山田中学校が準決勝
で惜しくも敗れたものの、試合のほかにとってもいいこ
とがありましたので、その報告とお礼を申し上げたいと
思います。
準決勝に出場するため山田中の選手は早々と球場に集

まり、レギュラー陣はグラウンドで練習を始めました。
控えの選手と思われる4人が「ほうきを貸してください」
と言って事務室に来ました。何をするのか聞きましたら、
落ち葉を掃くというのです。ほうきを持った生徒がスタ
ンド周りの掃除を始めたところ、そのほかの生徒も次々
に集まってきて、ほうきとごみ袋を持って掃除を始めま
した。スタンドの中は前日から大会が開催されており、
落ち葉やお客さんが残していったごみが残っておりまし
た。およそ30分後、集めたごみを袋いっぱいに詰め込
んで、「終わりました」と言って事務室に来ました。「あ
りがとう、ご苦労さん」と言って帰しましたが、生徒た
ちは何事もなかったかのように三塁側スタンド最前列に
陣取って、応援を始めました。
多くの学校がこの野球場を利用します。利用後に掃除

をしていくのは当然のこととしても、試合開始前に掃除
するのは、わたしがこの球場に勤務するようになって初
めての出来事でしたのでとても感動しました。山田中の
先生方の日常の生徒指導の一端をうかがい知ることがで
きたと同時に、このことを多くの人に知らせる方法がな
いものかと考えております。
試合は準決勝で敗れましたが、今大会の総合優勝は山

田中学校であったのかもしれません。これからのご活躍
を期待しております。

岩手県営野球場長　佐々木　翼



【１０】

10月1日、町民体育祭が町民グラウンドを会場に開か
れました。35回目の今年は11地区1,100人が来場。清々
しい秋晴れの空の下、参加者は優勝目指して各種競技や
応援に熱戦を繰り広げました。結果、最終競技の「世代
にかける橋」（リレー）で男女とも上位に入賞した豊間
根地区が、総合順位で3位から逆転し2年連続での優勝。
準優勝は船越地区、3位は轟木地区でした。また、今年
から地区対抗の応援合戦も行われ、児童によるチアリー
ディングや勇ましい羽織袴姿での応援を披露した轟木地
区が、見事応援賞を受賞しました。

町民体育祭に1,100人

豊間根地区２年連続で優勝

10月26日、柳沢地区に移転新築された県立山田病院
（及川修次院長）の落成式が同病院で行われ、増田寛也
知事のほか県や町の関係者など60人が出席しました。
開会に先立ち、増田知事が「新しい山田病院では、ほか
の医療機関と連携して医療機能の充実を図り、より信頼
される病院運営に努めます」とあいさつ。その後用地提
供者に増田知事から感謝状が手渡されました。最後に及
川院長が「皆さんの要望に応えられるよう、地域に密着
した病院を目指します」と感謝の言葉を述べました。

県立山田病院で新築落成式

地域に密着した病院目指す

船越地区の佐々木ハナヨさん（明治39年生まれ）が10
月26日で満100歳の誕生日を迎えました。28日に沼崎喜
一町長が自宅を訪問し、長寿を祝福。「100歳おめでとう
ございます。佐々木さん、これからも長生きしてくださ
いね」とあいさつし、長寿祝い金を手渡しました。佐々
木さんは受け答えもはきはきとしており、自分の着物を
自分で縫うなど、とてもしっかりとされています。この
日は佐々木さんの子供から孫、ひ孫、玄孫まで20人が自
宅に集まり、笑顔で長寿を祝っていました。

地区
船越 佐々木ハナヨさんが100歳に

家族と長寿を笑顔で祝う

町政に理解を深めてもらおうと、10月1日から町職員
による「まちづくり出前講座」が始まり、各所で講座が開
かれています。10月15日には「コスモスの会」の依頼で役
場保健福祉課職員2人が大沢川向集落センターに出向き、
「食べ物による健康づくり」と題して講話。会員24人が参
加し、骨粗しょう症の予防法と食事について理解を深め
ました。講座は町内に住む5人以上の団体であれば、ど
なたでも開催できます。希望の方は役場総務課住民協働
推進室（�82－3111内線440）へお申し込みください。

夢花倶
く

楽
ら

部
ぶ

inやまだ（昆加代子代表・会員20人）では、
町内各小学校に手作りの押し花のしおりを寄贈しました。
同会では活字離れが進んでいるといわれている子供たち
のために、本を読むきっかけになればと、およそ半年か
けて2,500枚を作成。10月16日には山田南小学校を訪れ、
児童会長の今野美優さん（6年）に全校生徒と教諭の分合
わせて300枚のしおりを手渡しました。今野さんは「あり
がとうございます。このしおりを有効に使って、本をた
くさん読みたいと思います」とお礼を述べました。

奉仕団
赤十字 アマチュア無線ネットを設立

災害時の情報収集活動を支援

手製の押し花しおりを寄贈

読書のきっかけにと願い込め

「まちづくり出前講座」が始まる

町職員が出向き各テーマで講話

今月の題字

伊 藤 美 香ちゃん
（豊間根小6年）

み か

「山田アマチュア無線ネット赤十字奉仕団」の設立総会
が10月14日、町中央コミュニティセンターで開かれまし
た。災害時の情報収集・伝達などの支援を目的に、アマ
チュア無線ライセンス取得者で設立したもので、総会に
は5人が出席。役員の選任や今後の取り組みについて協
議し、委員長に上野祐一さん（北浜町・47）を選出しまし
た。現在会員は12人。町内に住むライセンス取得者で
あればどなたでも入会できますので、協力いただける方
は佐々木一彦事務局長（�82－2416）へご連絡ください。

【１１】



【１２】

東北電力宮古営業所（山田満所長）などでは、チュー
リップの球根1,000個と街路灯10基を町に寄贈しました。
贈呈式は10月12日に役場特別応接室で行われ、山田所長
と関連企業の代表3人が出席。山田所長が「町の美化活
動と安全で明るい町づくりに役立ててください」とあい
さつし、沼崎喜一町長に目録と球根を手渡しました。寄
贈された球根は同社員や飯岡地区住民自治会、地域の
方々の手で長崎地区の町道沿いに植え付けられることに
なっています。来春には色鮮やかな花が沿道を彩り、多
くの通行人の目を楽しませてくれそうです。

税
制
改
正
に
伴
い
平
成
十
九
年
一

月
か
ら
退
職
所
得
に
係
る
住
民
税
の

税
率
が
一
律
一
〇
％
に
な
り
ま
す
。

退
職
手
当
な
ど
に
係
る
個
人
の
町

民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
退
職

手
当
な
ど
の
支
払
者
が
退
職
者
に
退

職
手
当
な
ど
を
支
払
う
際
に
、
ほ
か

の
所
得
と
分
離
し
て
退
職
所
得
に
対

す
る
税
額
を
計
算
し
、
支
払
額
か
ら

そ
の
税
金
を
天
引
き
し
て
、
退
職
者

の
一
月
一
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町

村
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
（
退
職
所
得
に
係
る
分
離
課
税
の

特
例
）。

今
回
の
改
正
に
伴
う
所
得
税
か
ら

個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
所

得
割
の
税
率
構
造
が
こ
れ
ま
で
の
累

進
税
率
か
ら
一
律
一
〇
％
（
町
民
税

六
％
、
県
民
税
四
％
）
の
比
例
税
率

に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
退

職
所
得
の
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一

日
以
後
の
支
払
い
に
係
る
も
の
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。
税
額
計
算
が
容

易
に
な
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
「
退

職
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
表
」

は
平
成
十
八
年
十
二
月
で
廃
止
と
な

り
ま
す
。

な
お
、「
退
職
所
得
に
対
す
る
住
民

税
の
特
別
徴
収
の
手
引
」（
小
冊
子
）

を
役
場
税
務
会
計
課
や
年
末
調
整
説

明
会
（
下
記
の
と
お
り
）
の
会
場
で

配
布
し
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
担

当
者
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
会
計
課

町
民
税
担
当
（
�
８
２
│
３
１
１

１
内
線
１
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

※
こ
の
ほ
か
税
制
改
正
に
よ
る
主
な

変
更
点
に
つ
い
て
は
十
二
月
一
日

号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

宮古税務署では年末調整説明会を開催します。
平成18年分の年末調整の仕方や法定調書・給与支
払報告書の提出方法などについて説明しますので、
税務署から送付された年末調整関係書類をご持参
の上、お越しください。
�日時　11月21日（火） 午後１時半～３時半
�場所　町中央公民館小ホール
�問い合わせ　宮古税務署（�62－4611）へ。

年末調整説明会を開催

が「体の不自由な方々のために役立ててください」とあ
いさつし、沼崎喜一町長に車いすを引き渡しました。沼
崎町長は「福祉の心を後輩に引き継いでいってほしい」
と述べました。チャリティーコンサートは平成9年度か
らほぼ毎年開かれ、昨年度までに車いす2台、エアマッ
ト9台、現金約9万円などが町に贈られています。

山田中学校吹奏楽部が、チャリティーコン
サートの寄付金で購入した車いす2台を町に寄
贈しました。贈呈式は10月18日に役場町長室で
行われ、部長の福士優海さん（3年）、副部長
の佐々木章江さん（同）、清水あずささん（2年）、
同コンサートに賛助出演した山田高校吹奏楽部
の佐々木明恵部長（2年）らが出席。福士さん

山

田

中

吹
奏
学
部

車
い
す
２
台
を
寄
贈

東北電力
宮古営業所 球根と街路灯贈る



【１３】

先
月
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ザ
イ
ス

ト
市
の
ク
リ
ス
テ
リ
ッ
ク
・
リ

セ
ウ
ム
・
ザ
イ
ス
ト
校
か
ら
の

訪
問
団
が
山
田
町
を
訪
れ
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
彼
ら
の
訪

日
に
当
た
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
ザ

イ
ス
ト
市
長
の
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
心
が

う
ず
く
く
だ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
日
本
は
独
特
な
文
化

を
有
す
る
国
で
す
。（
中
略
）

道
路
に
は
ご
み
箱
が
無
く
、
紙

く
ず
も
落
ち
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
く
で
し
ょ
う
。
自
転
車
が

置
か
れ
て
い
る
の
に
出
く
わ
し

た
と
き
、
鍵
を
掛
け
て
い
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
に
も

気
付
く
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
、

自
分
の
物
以
外
は
普
通
持
っ
て

い
か
な
い
ら
し
い
。
何
で
も
な

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
思

え
る
の
で
す
。（
中
略
）
そ
の

よ
う
な
安
全
な
文
化
を
ザ
イ
ス

ト
に
も
と
夢
を
見
ま
す
。
ザ
イ

ス
ト
に
輸
入
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
」
国
に
帰
っ
た
生
徒
た
ち

は
、
市
長
に
ど
の
よ
う
な
報
告

を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

平
成
十
九
年
四
月
採
用
予
定
の
町

職
員
（
保
健
師
）
を
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
　
保
健
師

◆
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

◆
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
三
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

健
師
の
資
格
が
あ
る
人
（
平
成
十

九
年
三
月
末
ま
で
に
資
格
を
取
得

す
る
見
込
み
の
人
を
含
む
）

◆
申
し
込
み
方
法
　
役
場
住
民
生
活

課
窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
を
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
百
二
十
円
切
手
と
あ
て
先
を

明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
版
）

を
同
封
し
、
役
場
総
務
課
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
　
十
一
月
六
日
〜
十
七

日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
受
付
時
間
　
午
前
八
時
半
〜
午
後

五
時
半

※
郵
送
の
場
合
も
十
一
月
十
七
日
午

後
五
時
半
ま
で
に
到
着
し
た
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◆
試
験
日
時
　
十
一
月
二
十
六
日

（
日
）
午
前
十
時
〜
（
受
け
付
け

は
午
前
九
時
半
〜
）

◆
試
験
会
場
　
山
田
町
役
場

◆
試
験
内
容
　
教
養
試
験
（
高
校
卒

業
程
度
）、
作
文
試
験
、
事
務
適

性
検
査
、
専
門
試
験

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
行
政

担
当
（
〒
０
２
８
│
１
３
９
２

山
田
町
八
幡
町
３
番
20
号
　
�
８

２
│
３
１
１
１
内
線
４
２
０
）
へ
。

5555555555555555555555555

55555555555555555555555555
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5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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5
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5
5
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5
5
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5
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5
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5
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5
5
5
5
5
5
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町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
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募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
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募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

町
職
員（
保
健
師
）を
募
集

試
験
日
は
11
月
26
日
で
す

崩落後の女郎島＝平成18年10月31日撮影＝

崩落前の女郎島＝平成17年６月22日撮影＝

低気圧による波浪で
女郎島の上部が崩落

10月６日から８日にかけて三陸沖を通過した低気圧に
よる波浪で、山田湾にある女郎島の上部が崩落しました。
女郎島は小島の南側に位置する岩でできた小さな島。寛
永20年（1643年）にオランダ船（大船）が山田湾に入港
したときの様子を記す古文書には、大船の人々を村に上
陸させるため「見目よき女拾

じゅう

人
にん

を迎船に乗せ大船に向か
わせた」とあり、このことなどからこの島が女郎島と呼
ばれるようになったといわれています。織笠漁協かき・
ほたて養殖組合の阿部喜蔵組合長は「10歳のころから58
年間浜に出ているが、山田湾がこんなに荒れたのは記憶
になく、歴史的背景のある女郎島が崩れてしまい残念に
思う。昔から漁業者は女郎島を目安にして船を進めてき
たので、崩落により島が見づらくなり大変不便を感じて
いる」と話していました。



【１４】

町民バドミントン
大会の参加者募集

町民バドミントン大会が開催
されます。なお、練習会も行っ
ていますので、お気軽にご参加
ください。
�日時　11月26日（日）

午前９時～
�場所　山田中学校体育館
�種目　シングルス、ダブルス

（男女別初級、上級）
�参加料　一人１種目400円

（中学生は200円）
�申込期限　11月21日

――練習会の日程――
�開催日と場所　毎週木・土曜
日…山田体育館　毎週火・金
曜日…健康増進センター
�時間　午後７時～
◆申込先・問い合わせ　町バド
ミントン協会事務局（岡市善
敏�84－3516）へどうぞ。

里親制度について
ご存じでしょうか

里親とは、親の病気や離婚な
どさまざまな事情によって、温
かい家庭のぬくもりを求めてい
るお子さんを自分の家庭に迎え
入れ、実親に代わって愛情と真
心を込めて養育してくださる方
のことです。
里親には短期里親（一時的に

養育）、養育里親（１年以上の
長期にわたり養育）、専門里親
（虐待を受けた児童を一定条件
の中で養育）、親族里親（３親
等以内の親族により一定条件の
もとで養育）の４種類あります。
里親になるには、特別な資格

は必要ありませんが、子供が大
好きであることや健康的で明る
い家庭であることなどの要件を
満たす必要があります。里親に
なることを希望する方は、児童
相談所から詳しい説明をお聞き
の上、申し込みください。
�申込先・問い合わせ　宮古児
童相談所（�62－4059）また
は役場保健福祉課地域福祉担
当（内線133）へどうぞ。

町の臨時職員を
一般公募します

町では、期限付臨時職員を募
集します。申し込みを希望する
方は役場住民生活課または役場
支所に備え付けの履歴書に必要
事項を記入し、申し込んでくだ
さい。選考方法は書類審査（履
歴書）と面接です。
臨時校務員

�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり、
普通自動車免許のある人
�勤務場所　山田中学校
�賃金　日額5,400円
�任用期間　12月１日～来年３
月31日
※必要がある場合は、最大８カ
月まで期間が更新されます。
�申込期限　11月13日
�申込先　役場総務課
�問い合わせ　町教育委員会事
務局総務担当（内線333）へ。
地域包括支援センター臨時職員

�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり、
介護支援専門員または看護師
の資格がある人
�勤務場所　地域包括支援セン
ター（役場保健福祉課内）
�賃金　日額7,300円
�任用期間　12月１日～来年３
月31日
�申込期限　11月13日
�申込先　役場総務課
�問い合わせ　地域包括支援セ
ンター（役場保健福祉課内�
82－3136）へどうぞ。

全血献血あります
皆さんのご協力を

�期日　11月７日（火）
�時間と場所
・午前10時～11時…㈱ユーメリ
アファクトリーパーク前
・午後零時半～２時10分…ＪＲ
陸中山田駅前
・午後３時～４時半…和田工業
㈱前
�問い合わせ　役場保健福祉課
健康管理担当（内線161）へ。

心肺停止状態に陥った患者に対して行う応急手当であ
る心肺蘇

そ

生
せい

法が一部変わりました。主な変更内容は人工
呼吸と心臓マッサージの割合、ＡＥＤ（自動体外式除細
動器）の使用方法などです。今回の変更はこれまでの方
法を否定するものではなく、より民間レベルでの救命救
急効果を高めるのが目的です。
山田消防署では、救急講習の受講者を随時受け付けて

います。職場、団体、個人にかかわらず受講できますの
で、希望する方は山田消防署へお申し込みください。

盛岡市のつなぎ温泉にある健康管理施設「ひまわり荘」
は、国民健康保険に加入している方々が健康の回復や休
養のため利用できる施設です。
２泊以上の長期療養をご希望の方は、事前に役場住民

生活課（１階３番窓口）にお申し込みいただけば、半額
を山田町の国民健康保険が助成して、半額で宿泊できる
利用券を発行します。申し込みの際は、国民健康保険の
保険証と印鑑をお持ちください。
【ひまわり荘とは】
◆料金 １泊（３食付き）5,460円
※利用券を提出すると半額の2,730円になります。
◆利用時間 入室は午後２時からで、帰りの日は午後１
時まで
◆その他 �ひまわり荘には保健師がおり、健康づくり
のお手伝いをしています�原則として相部屋となりま
す�年末年始は別料金となります。
◆申込先・問い合わせ 役場住民生活課国民健康保険担
当（内線124）へどうぞ。

山田消防署で救急講習を実施

11月９日は「119番の日」です。一刻を争う119番通報
では�火事か救急か�場所は�火事、事故などの状況は
�あなたの氏名と電話番号――を落ち着いて正確に伝え
ましょう。
なお、本町から携帯電話で119番通報をすると宮古消

防署につながりますので、発生場所はより詳しく伝え、
通報後は消防署から問い合わせをすることがありますの
で、携帯電話の電源は切らずに現場近くの安全な場所で
待機するようお願いします。

◆申込先・問い合わせ 山田消防署（�82－3139）へ。

通報は落ち着いて正確に

国保加入者は利用券で半額に

まちで出会ったかわいい笑顔
各種相談あります
お気軽にご利用を

◎全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間
�期間　11月13日～19日
�時間　平日…午前８時半～午
後７時半　土・日曜日…午前
10時～午後５時
�内容　夫・パートナーからの
暴力、職場でのセクシャルハ
ラスメント、ストーカー行為
など女性をめぐる各種相談
�相談電話　�0570－070－810
�相談員　人権擁護委員、法務
局職員
�問い合わせ　盛岡地方法務局
（�019－624－9859）へどうぞ。
◎行政相談
�日時　11月16日（木）

午前10時～正午
�内容　国や県、市町村の仕事
で納得いかないことなど行政
全般の相談
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�相談員　行政相談委員
�問い合わせ　役場住民生活課
住民相談担当（内線128）へ。

航空自衛隊の野外
行動訓練に理解を

日本全域とその周辺を対象に
した平成18年度航空自衛隊航空
総隊総合訓練に伴い、山田分屯
基地では航空機の遭難を想定し
た野外行動訓練を実施します。
訓練車両の通行や隊員の山林へ
の立ち入りなどがありますので、
ご理解をお願いします。
�期日　11月８日（水）
�場所　船越半島周辺
�問い合わせ　役場総務課防災
担当（内線440）へどうぞ。

【１５】

各種講演会を開催
皆さんのご来場を

◎裁判員制度に関する講演会
山田町婦人団体協議会では、

平成21年度にスタートする裁判
員制度について理解を深めるた
め、講演会を開催します。どな
たでも参加できますので、どう
ぞお越しください。
�日時　11月18日（土）

午後２時～４時
�場所　町中央公民館小ホール
�問い合わせ　町教育委員会事
務局社会教育担当（内線622）へ。
◎心の健康講演会
町では、心の健康講演会を開

催します。睡眠に関する正しい
知識と睡眠障害への対処法を学
び、心身の健康づくりに役立て
ませんか。
�日時　11月22日（水）

午後１時半～３時
�場所　保健センター
�演題　「睡眠のことで悩んで
いませんか＝睡眠と健康＝」
�講師　智田文徳さん（精神科
医師、社会福祉法人「盛岡い
のちの電話」理事）
�申込期限　11月17日
※睡眠と健康について質問など
がある方は、申し込みの際に
お知らせください。
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課健康づくり担当（内
線166）へどうぞ。

農林水産業者を
資金面から支援

県では、農林水産業に携わる
皆さんの経済活動を資金面から
支援するため、事業拡大に必要
な設備資金や運転資金を低利ま
たは無利子で融通する制度を設
けています。制度の種類や内容
など、詳しくは県農林水産部団
体指導課または最寄りの地方振
興局、農協、漁協、森林組合な
どへお問い合わせください。
�問い合わせ　県農林水産部団
体指導課（�019－629－5699）
へどうぞ。

18日に社交ダンス
パーティーを開催

社交ダンスサークル「ピボッ
ト」では、社交ダンスパー
ティーを開催します。
�日時　11月18日（土）

午後６時～８時半
�場所　町中央公民館小ホール
�参加費　1,000円
――サークル活動を公開――
ピボットではサークル活動を

公開します。興味のある方はお
気軽にお越しください。
�期日と場所
・11月７日…町中央コミュニ
ティセンター
・11月10日、14日、24日…町中
央公民館小ホール
�時間　午後７時～９時
◆問い合わせ　ピボット（福士
敏郎�82－2801）へどうぞ。

森林伐採の際には
届け出が必要です

森林所有者または伐採業者が
立木を伐採する場合には、伐採
届けを市町村などに提出しなけ
ればなりません。事前に届け出
する場合と事後に届け出する場
合がありますので、おおむね伐
採する２カ月前に市町村などを
確認しましょう。また、森林の
伐採に当たっては伐採による災
害が発生しないように対策を講
じるとともに、短期間で森林が
再生できるようにするなど環境
保全に十分配慮しましょう。
――林地開発許可制度――
民有林で１㌶を超える森林の

開発を行おうとするときには、
知事の許可が必要です。これは
森林の無秩序な開発により大切
な森林の働きが損なわれるのを
防ぎ、わたしたちの生活環境を
守るための制度です。許可申請
などについて詳しくは下記へお
問い合わせください。
◆問い合わせ　役場産業振興課
林業担当（内線238）または
宮古地方振興局林務部森林保
全課（�64－2215）へどうぞ。

��月の町長面談日
�日時　11月17日（金）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

�10月16日から21日まで本町を
訪れたオランダ王国ザイスト
市のＣＬＺ校訪問団は全員で
何人？
�８人　�９人　�10人

�第32回日本盆栽作風展で大町
功さんが受賞した賞は？
�法務大臣表彰
�総務大臣表彰
�内閣総理大臣賞

�町政に理解を深めてもらおう
と、町職員が各所に出向いて
説明などを行う講座は？
�まちづくりお出掛け講座
�まちづくり出前講座
�まちづくり出張講座

�今号の「１歳になりました」
に登場している赤ちゃん７人
のうち、女の子は何人？
�３人　�４人　�５人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、応募ください。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 11月20日（当日消
印有効）
☆前回の正解は①－Ａ、②－Ｂ、
③－Ｃ、④－Ｂでした。応募者
数18通で全員が正解、抽選の結
果次の10人が当せんしました。
北浜町＝伊藤真由（７） 後楽
町＝松山福治（60） 長崎＝小林
祐真（９）、伊藤亜紀子（15） 飯
岡＝佐々木智子（？） 田の浜＝
佐々木節男（65） 大浦＝佐藤瑞
姫（７） 織笠＝小林江理子（34）
大沢＝佐々木マセ（77） 荒川＝
佐藤渉（３） 〈敬称略〉
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11月生まれ 

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

藤 田 琉
る

伽
か

（大沢・新二・男）

菊 地 冬
とう

磨
ま

（大沢・秀幸・男）

阿 部 清
さや

佳
か

（織笠・エリカ・女）

木 下 一
かず

志
し

（長崎・勝秀・男）

９月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 阿部陽

ひ

向
なた

（誠・男）、澤田勘
かん

太
た

（憲
祐・男）、箱石恭

きょう

汰
た

（智生・男）
�船越 木村利

り

玖
く

（政彦・男）
�田の浜 野田來

く

未
み

（義光・女）、田代陽
ひ

菜
な

（智巳・女）
�織笠 山屋ひかり（晃浩・女）、伊藤美

み

緒
お

（剛・女）
�大沢 鈴木心

み

清
き

（嘉郎・女）
�豊間根 尾形玲

れ

奈
な

（征孝・女）
�荒川 加藤沙

いさ

音
ね

（悠太・女）、佐藤望
のぞむ

（順
一・男）、芳賀彩

あや

花
か

（尚徳・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
伊東賢（宮古市）・阿部恵美子（田の浜）
古川一将（釜石市）・佐々木亜樹（豊間根）
前川一夫（宮古市）・佐藤実佐子（荒川）
山�光徳（船越）・篠澤悦子（織笠）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 福士タカヨ（74）、O藤カホル（77）、
武L善祐（73）、鹿糠マツヨ（74）、小川タカ
（96）
�大浦 阿部軍治（87）、阿部直治（92）
�織笠 佐々木公純（56）、木村源太郎（80）
�豊間根 武山キミ（91）
�荒川 吉川進見（81）、吉川ミヤ（73）

佐々木桃
もも

香
か

（田の浜・盛一・女）

町民のうごき
（ 9 月 1 日～30日）

�出生……14人 �転入……30人

�死亡……13人　　�転出……53人

�人口…20,511人（今月減 22人）

男…9,863人 女…10,648人

�世帯数………………7,249世帯

横 田 音
ね

桜
お

（飯岡・勝也・女）

◆内容 �サケつかみ捕り（1日4回実施。4回目は午後零時
半～）�サクラマスフィッシング�出店コーナー�食堂コー
ナー（鮭汁、ハラッコ丼、ハラッコうどんほか）�えびすま
き・お楽しみ抽選会�水産物直売コーナー
◆参加料 �サケつかみ捕り…中学生以上1,000円、小学生
800円（いずれも一人1匹）�サクラマスフィッシング…
500円（一人5匹まで。超過分は1匹につき100円追加）
◆問い合わせ 役場産業振興課商工観光担当（�82－3111内
線233）へどうぞ。

第１回 第２回
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幸 和

と　き　11月26日（日）・12月3日（日）
午前 9時半～午後 2時
（受け付けは午前 9時～）

ところ　織笠川特設会場


